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地区でサロン活動を実施しています。10月 16日

まヽした。

方が、互いの工夫を知ることでさらに活動を盛り上げていけ になりま
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を行いました。

視覚障害があ

を介助者 (児童)が教室内

とのコミ■ _ ケーション手段である手話講座を行いました。

それを支える人、それぞれの立場に立って実体験をすることで、身近
な

今後

が子ど

ことを考え
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10月 13日  土気公民館で、千葉市薬斉」師会 大野定行先生を講師
として『正 しく知ろう 1薬の飲み方 一薬との上手な付き合い方一』

という内容で講演会が開催されました。

人間には、本来自然治癒力があり、薬には、①病気の原因を取り除く ②足りないものを補う

③症状を和らげる、症状が出るのを防く
゛ ④病気を予防する ⑤病気を調べる の もつの役割

があるという基本から講演は始まりました。薬は決められた量を決
められた方法で飲むことが

大切であることの理由についてわかりやすく説明がありました。
また、高齢者は薬の副作用が

圭コ フ

理 」し りやすいので、体調の変化には気を付け相談をするようにと
いうアドバイスもいただきま

した。最後に健康食品は薬ではなく、病気を治療するためのものではな
いという注意もあり、質

疑応答があつて講演会が終了しました。業について、分
かっ

ているものだということを再認識できた講演会でした。

ているつもりで意外と基本を忘れ
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平山地区部会は、開発による人口増加に伴い誉田地区部会より分離するために、

に設立準備委員会を発足させました。

苓和3年度

各町内 (平山・平山第一・辺田・鎌取・市営団地・南鎌取・辺田第二・クレイドルガーデン・

アグリアシティ)の 9団体から役員を選出し、設立準備委員会を立ち上げました。

2か月に 1回ずつの会合を経て、社協の支援を受けながら会則 1予算案を作り:会員募集は、

各町内会でボランテイア募集の回覧板を回したり、声かけをしました。

さらに、平山地区部会なら活動できる5つの専門委員会

[①高齢者福祉 ②児童母子 ③障がい者福祉 ④ボランティア ⑤福祉ネットワニク]
を考えました。

そうして、総会資料が整ったのが 3月 。

令和 4年に入り、4月 3日 に設立式と総会を開く計画でしたが、新型コロナウイルス感染症が

続いていたため、総会を中止とし、紙面決議によって平山地区部会を発足させました。

令和 4年度は、子育てサロンを開催したり、福祉ネットワーク新聞を発行するなど少しずつ

活動を始めています。

準備委員会の発足から携わった一人として、何回も会合を開き修正しながら作り上げた予算

案や名簿作成などの苦労を思うと大変感慨深いものがあります。

令和 5年度こそは、対面で総会や各専門委員会の活動が活発に行えることを願っています。

∫S、長しトビックス

新型コロナの流行が始まり、4年目に入った日本.

新しい生活様式が定着していく中で、障害を持った人たちの日常も、大きな変化を余儀なく

されました。

視覚以外のいろいろな感覚を研ぎ澄まして歩いている目の不自由な人たちは、外出時にマス

クをつけることで、いままでの環境とのずれを覚え、ストレスを感じてしまいました。

会話相手の日め動きを読み取る「口話」で、コミュニケーションを図っている耳の不自由な人

たちは、マスクを装着した相手の日の動きが読み取れずに苦労しています。

自杖を持ちたり、盲導犬と一緒に歩いている人を見かけたら、見守っていただき、困っている

様子であれば、積極的な声掛けをお願いします。

耳の不自由な人と話す場合、十分な距離をとれるのであればマスクを外す、または口元が透

明なマスクをつけていただくなど、配慮をお願いします。

コロナ禍と言われて久しいですが、こうしたちょっとした心遣いの積み重ねで、健常者と障

害者が互いに支えあい、きずなを深めていけるウィズヨロナ社会を、作っていきたいものです

ね。
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